
ⅠⅠ．．令令和和 44年年度度事事業業報報告告  

１．学術集会,講演会等の開催（定款第 4 条第 1 号） 

(1) 年会の開催 

第 95 回 日本薬理学会年会『The Pharmacology as Innovation Commons: Creation and Inheritance of its KnowLedge 

-イノベーション・コモンズとしての薬理学‘その知の創成と継承' 』 

2022 年 3 月 7 日(月)～9 日(水)，福岡国際会議場・福岡サンパレス（福岡市博多区）とオンラインの併用で開催 

年 会 長：宮田 篤郎（鹿児島大学･院医歯） 

副年会長：笹栗 俊之（九州大学･院医） 

登録者数：計 1,582 名，演題数：739 演題 

（学術評議員 531 名，一般会員 291 名，大学院生 196 名，学部学生 147 名，非会員 116 名，シンポジスト 68

名，名誉会員 118 名，永年会員 115 名） 

会長講演 1 演題，Plenary Lecture 1 演題，特別講演 11 演題，教育講演 3 演題，JPS-ASCEPT Lecture 1 演題， 

受賞講演 4 演題（江橋節郎賞 1 演題，学術奨励賞 3 演題），シンポジウム等 43 企画 164 演題（年会企画，企業企

画，次世代の会企画，共催企画，日本学術会議後援等），一般演題 543（口演・ポスター），Late breaking 11 

特別企画：創薬シーズ特設シンポジウム 

社交的行事：吉岡充弘先生追悼セレモニー，年会優秀発表賞授賞式及び情報交換会 

     アゴラ「学際領域から期待される薬理学のこれから」 

 

第 96 回 日本薬理学会年会『つなげよう、つながろう — Let’s be connected and united —』 

2022 年 11 月 30 日(水)～12 月 3 日(土)，パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）開催 

年 会 長：安西 尚彦（千葉大学･院医） 

登録者数：計 1360 名，演題数：790 演題 

（会員 760 名，関連学会会員 54 名, 大学院生 158 名，学部学生 74 名，非会員 314 名） 

基調講演 1 演題，特別講演 8 演題，年会長特別企画講演 1 演題，教育講演 2 演題，JPS-ASCEPT Lecture 1 演題， 

共催／共同主催シンポジウム 18 企画 106 演題, 共催／共同主催ワークショップ 3 企画 9 演題, 次世代の会企画シンポ

ジウム 1 企画 3 演題，教育企画シンポジウム 1 企画 4 演題，企業企画シンポジウム 3 企画 10 演題，シンポジウム 20

企画 77 演題，ワークショップ 13 企画 40 演題, 若手研究者キャリア形成セミナー 2 企画 2 演題, ダイバーシティ推

進セミナー 1 企画 2 演題, スポンサードシンポジウム 3 企画 6 演題, みなとみらいサタデーランチタイムハーフアワ

ーセミナー 2 企画 2 演題, PYJ2022 企画年会アワードセッション 1 企画 6 演題, 一般演題(口演・ポスター) 545 演題 

 

(2) 地方部会 

第 146 回日本薬理学会関東部会  部会長：戸村 裕一（アステラス製薬） 

2022 年 6 月 18 日 オンライン開催 

参加者 286 名（近畿部会参加者を加え約 400 名）,特別講演 2，特別シンポジウム 1，

一般演題（口演 36 題,ポスター22 題） 

第 141 回日本薬理学会近畿部会   部会長：西山 成（香川大学・医） 

2022 年 7 月 1 日 オンライン開催 

参加者 439 名（関東部会参加者を含む），一般演題（口演 49 題） 

第 73 回 日本薬理学会北部会       部会長：佐藤 久美（北海道科学大学・薬） 

2022 年 9 月 18 日 北海道科学大学（ハイブリッド開催）  

参加者 115 名，一般演題（口演 38 題） 

第 142 回日本薬理学会近畿部会  部会長：杉浦 麗子（近畿大学・薬） 

2022 年 11 月 12 日 近畿大学 東大阪キャンパス 

参加者 208 名，特別講演 1，一般演題（口演 50 題） 

第 75 回日本薬理学会西南部会   部会長：齊藤 源顕（高知大学・医） 

2022 年 10 月 1 日 高知県立県民文化ホール 

参加者約 65 名，ランチョンセミナー1,イブニングセミナー1,一般演題（口演 20 題，

ポスター10 題） 

公益社団法人日本薬理学会 

令和 5年度学術評議員会及び通常総会 
  

１．開催日時：令和 5 年 3 月 21 日（火・祝）10時 00分より 

２．開催場所：オンサイト（東京大学本郷キャンパス：文京区本郷）と 

オンラインによるハイブリッド開催 

３．付議事項 

第１号議案 

第２号議案 

第３号議案 

第４号議案 

第５号議案 

第６号議案 

令和 4年度事業報告及び収支決算承認の件 

令和 5年度事業計画及び収支予算の件 

諸規則の件 

永年会員の件 

第 98 回年会長の件 

新学術評議員の件 
                                    

 
----------------------------------------------------------------------------------------- 

 
代 議 員 一 覧 

（任期：2022年 9月 5 日から 2024 年に実施される代議員選挙の日まで） 
 
【北 部 会】（19 名） 
飯塚 健治 飯村 忠浩 小原祐太郎 加藤 幸成 久米 利明 笹岡 利安 
佐々木拓哉 佐藤 久美 丹野 孝一 中川  崇 中山  恒 新田 淳美 
溝口 広一 森口 茂樹 谷内 一彦 柳川 芳毅 山脇 英之 結城 幸一 
吉川 雄朗 
 
【関東部会】（50 名） 
相澤 直樹 安達 一典 天野 英樹 安西 尚彦 安東賢太郎 池谷 裕二 
池田 和隆 石川 智久 石毛久美子 礒濱洋一郎 上田 泰己 大内 基司 
大谷 直由 粕谷 善俊 亀井 淳三 木内 祐二 北嶋  聡 吉川 公平 
木村  徹 小林 真之 坂本 謙司 櫻井  隆 佐藤  薫 沢村 達也 
千本松孝明 高田 龍平 田中  光 田辺 光男 田野中浩一 茶木 茂之 
辻   稔 冨田太一郎 戸村 裕一 中原  努 中村 浩之 成田  年 
橋本 弘史 林 啓太朗 林  良憲 藤田 智史 藤田 朋恵 堀  正敏 
眞鍋 一郎 溝口 尚子 宮川 和也 森  友久 山澤徳志子 山田 充彦 
山本 清文 吉澤 一巳 
 
【近畿部会】（50 名） 
相澤 風花 青山 峰芳 吾郷由希夫 東  泰孝 安東 嗣修 池田 康将 
石井  優 石澤 啓介 石澤 有紀 衣斐 督和 今井由美子 岩田 和実 
位田 雅俊 小澤光一郎 金子 周司 金田 勝幸 川畑 篤史 北市 清幸 
北岡 志保 北中 純一 北中 順惠 北村 佳久 北村 佳久 合田 光寛 
酒井 規雄 座間味義人 嶋澤 雅光 新谷 紀人 高井 真司 高田 和幸 
田熊 一敞 田中 康一 田中 智之 土屋浩一郎 冨田 修平 永井  拓 
中川 貴之 奈邉  健 新村 貴博 野田 幸裕 野村  洋 檜井 栄一 
日比野 浩 藤尾  慈 益岡 尚由 見尾 光庸 森岡 徳光 八木 健太 
山村  彩 吉栖 正典 
 
【西南部会】（20 名） 
朝霧 成挙 池田 龍二 岩本 隆宏 香月 博志 金子 雅幸 河原 幸江 
栗原  崇 齊藤 源顕 酒井 大樹 清水 翔吾 首藤  剛 高橋 富美 
武田 泰生 西田 基宏 根本 隆行 東 洋一郎 本田  健 茂木 正樹 
山口  拓 和田孝一郎 

以上 139 名 
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(3) 市民公開講座の開催 

・市民公開講座（第 95 回年会）          2022 年 3 月 6 日 JR 博多シティ 10 階会議室 F（ハイブリッド開催） 

『フレイルの予防と治療―若返りの方策』 

演者：乾 明夫（鹿児島大学・院医歯），座長 宮田 篤郎（鹿児島大学・院医歯） 

『今，改めて見直す糖尿病の治療～食事・運動・薬物療法～』 

演者：大隈 俊明（九州大学・院医），座長 笹栗 俊之（九州大学・院医） 

『スポーツにおける薬物ドーピング』 

演者：鈴木 秀典（日本アンチ・ドーピング機構会長），座長 武田 泰生（鹿児島大学附属病院） 

・市民公開講座（第 75 回西南部会）  2022 年 10 月 2 日 高知県立県民文化ホール・グリーンホール 

『くすりで治る？夫婦で立ち向かう前立腺の病気』 

演者：清水 信貴（高知大学医学部附属病院），井上 啓二（高知大学・医）， 

・市民公開講座（第 96 回年会）          2022 年 11 月 29 日 横浜市社会福祉センター4F ホール 

『塩とカラダの新常識～生命の進化から病気まで～』 演者：西山 成（香川大学・医） 

『くすりと上手につきあう方法～薬を飲むと副作用で損をするか？～』 

演者：松本 直樹（聖マリアンナ医科大・薬） 

 

(4) 次世代薬理学セミナーの開催 

・次世代薬理学セミナー2022 in 札幌（第 73 回北部会開催時ハイブリッド開催）2022 年 9 月 18 日 

『次世代神経薬理学の最前線』 

 

(5) 看護薬理学カンファレンスの開催 

・看護薬理学カンファレンス 2022 in 福岡（第 95 回年会開催時 Web 開催&オンデマンド配信），2022 年 3 月 6 日 

大会長：上原 孝（岡山大学・薬） 

・看護薬理学カンファレンス 2022 in 高知 （第 75 回西南部会開催時ハイブリッド開催），2022 年 10 月 1 日   

大会長：西山 成（香川大学・医） 

・看護薬理学カンファレンス 2022 in 横浜 （第 96 回年会開催時 Web 開催&オンデマンド配信），2022 年 11 月 20 日   

大会長：赤羽 悟美（東邦大学・医） 

 

(6) 他学会等との共催学術集会の開催 別表を参照 

 

(7) 内外の関連学術団体との連携及び協力 

・第 95 回年会中の 3 月 9 日に ASPET 講師交換プログラムとして Dr. Katerina Akassoglou（Gladstone Institutes/UCSF）を

招聘し，JPS-ASPET Lecture（オンライン講演）を開催した． 

・第 96 回年会中の 12 月 3 日に ASCEPT 講師交換プログラムとして Dr. Karen Gregory（Monash University）を招聘し，ASCEPT 

Lecture2022（オンライン講演）を開催した． 

・同じく第 96 回年会中の 12 月 2 日に第 24 回日韓薬理学合同セミナー（Chairman：安西 尚彦 教授）を開催し，Min-Goo Lee 

教授（Yonsei University），小泉 修一 教授（山梨大学・医）による Special Lecture のほか，日本側，韓国側からそれぞ

れ 6 演題の講演，およびポスター発表が行われた． 

・第 31 回日本医学会総会が募集を行っている分科会・加盟学会のポスター展示企画に，これまでの薬理学会の取り組みや学

術活動を掲載したポスターを作成し，提出した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学会誌等刊行物の刊行（定款第 4 条第 2 号） 

 

(1) Journal of Pharmacological Sciences の刊行 

発行巻号     148 巻 1～4 号，149 巻 1～4 号，150 巻 1～4 号 

                                      掲載頁数     (篇数) 

 ① Review 

② Full Paper 

③ Short Communication 

 

 

 

112 頁 

723 頁 

46 頁 

( 15) 

( 83) 

( 10) 

  合計 881 頁 （108） 

(2) 日本薬理学雑誌（くすりとからだ／ファーマコロジカ）の刊行 

発行巻号（部数）157 巻 1 号（3,600 部），157 巻 2 号（3,600 部），157 巻 3 号（3,050 部）， 

157 巻 4 号（3,250 部），157 巻 5 号（3,500 部），157 巻 6 号（3,550 部）， 

 

掲載頁数  (篇数)  

① 特集序文 

② 特集および総説 

③ 実験技術 

④ 創薬シリーズ 

⑤ 新薬紹介総説 

⑥ キーワード解説 

⑦ 最近の話題 

⑧ サイエンス/リレーエッセイ 

⑨ 学会便り/研究室訪問 

⑩ アゴラ 

⑪ 広告 

⑫ 綴込み，目次等上記以外の頁  

17 頁 

304 頁 

 16 頁 

32 頁 

67 頁 

0 頁 

14 頁 

1 頁 

6 頁 

8 頁 

19 頁 

94 頁 

(17) 

(62) 

( 3) 

( 5) 

( 7) 

( 0) 

(13) 

( 1) 

( 6) 

( 4) 

 

 

 合計  578 頁 (118) 

 

 

３．研究の奨励及び研究業績の表彰（定款第 4 条第 3 号） 

 

(1) 第 16 回日本薬理学会江橋節郎賞授賞 

今井 由美子（医薬基盤･健康･栄養研究所・プロジェクトリーダー） 

 

(2) 第 38 回日本薬理学会学術奨励賞授賞（所属等の標記は授賞時） 

北田 研人（香川大学 医学部 薬理学・助教） 

 『「全身性体液保持機構」の発見とその病態生理学的意義の解明』 

 

清水 翔吾（高知大学 教育研究部医療学系基礎医学部門 薬理学・助教） 

 『排尿を促進する脳内物質の発見と排尿障害に対する新規薬物治療戦略の基盤構築』 

 

西山 和宏（九州大学大学院 薬学研究院 生理学・講師） 

 『G タンパク質共役型受容体の機能性修飾に着目した薬理学的研究』 

 

(3) 第 27 回 Journal of Pharmacological Sciences 優秀論文賞決定 

Boron delivery for boron neutron capture therapy targeting a cancer-upregulated oligopeptide transporter. 

Junji Miyabe, Ryuichi Ohgaki, Keijiro Saito, Ling Wei, Lili Quan, Chunhuan Jin, Xingming Liu, 

Suguru Okuda, Shushi Nagamori, Hiroshi Ohki, Kazuo Yoshino, Hidenori Inohara, Yoshikatsu Kanai. 

Journal of Pharmacological Sciences, Volume 139, Issue 3, 2019, Pages 215-222. 
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3 月 6 日 

令和 4 年 8 月 1 日 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

(東京) 

(東京＆Zoom) 

 

(福岡) 

(横浜) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

(メール会議) 

(福岡) 

(Zoom ミーティング) 

(横浜) 

(Zoom ミーティング) 

(メール審議) 

(横浜) 

(Zoom ミーティング) 

(福岡) 

(Zoom ミーティング) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

(福岡)  

(Zoom ミーティング) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

(Zoom ミーティング) 

(メール会議) 

(福岡) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

(Zoom ミーティング) 

 

７．会員状況（令和 4 年 12 月 31 日現在） 

 

会員数および異動状況（下段は前年度との差） 

代 議 員 
名誉会員 永年会員 

正 会 員 
総  数 

(正会員に含む) 学術評議員 一般会員 

１３９ １３１ １２０ １,１７７ ２,３７７ ３,８０５ 

 ＋３    ＋６ ＋２ －２８  －１１２   －１３２ 

 

新入会者数：335 名，退会者数：466 名（逝去者，会費未納除籍者含む） 

 

 

令和 4 年度事業報告には，「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第 3 項に規定する附

属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない． 
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６．会議等の開催状況（令和 4 年総会資料掲載以降令和 5 年総会前日まで） 

 

総        会 

 

 

学術評議員会 

 

 

理   事   会 

 

 

 

令和 4 年度 通常総会 

臨時総会 

 

令和 4 年度 

臨時学術評議員会 

 

令和 4 年度 第 3 回 

 第 4 回  

第 5 回 

第 6 回 

令和 4 年 3 月 7 日 

11 月 12 日 

 

令和 4 年 3 月 7 日 

11 月 12 日 

 

令和 4 年 3 月 8 日 

4 月 23 日 

7 月 23 日 

11 月 29 日 

(福岡) 

(大阪) 

 

(東京) 

(大阪) 

 

(福岡) 

(Zoom ミーティング) 

(東京) 

(横浜) 

総務委員会 

 

財務委員会 

 

 

 

 

 

 

編集委員会 

 

研究推進委員会 

 

 

広報委員会 

 

 

企画教育委員会 

 

 

 

次世代の会 

賞等選考委員会 

年会学術企画委員会 

 

 

江橋賞選考委員会 

国際対応委員会 

 

将来構想委員会 

 

 

 

 

ＤＸ推進委員会 

 

百周年記念事業準備委員会 

 

 

基金運用委員会 

令和 4 年度 第 1 回 

第 2 回 

令和 4 年度 第 1 回 

第 2 回 

令和 5 年度 第 1 回 

財務ワーキング 

会計監査 

監事監査 

持ち回り開催 

令和 4 年度 第 1 回 

第 2 回 

令和 4 年度 第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

令和 4 年度 第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

令和 5 年度 第 1 回 

令和 4 年度 第 1 回 

令和 4 年度 第 1 回 

令和 4 年度 第 2 回 

第 3 回 

令和 5 年度 第 1 回 

令和 4 年度 第 1 回 

令和 4 年度 第 1 回 

第 2 回 

令和 4 年度 第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4 回 

令和 5 年度 第 1 回 

令和 4 年度 第 1 回 

第 2 回 

令和 4 年度 第 1 回 

第 2 回 

令和 5 年度 第 1 回 

令和 4 年度 第 1 回 

令和 4 年 5 月 16 日 

11 月 18 日 

令和 4 年 3 月 1 日 

11 月 11 日 

令和 5 年 3 月 17 日 

11 月 9 日 

令和 5 年 1 月 6 日,2 月 21,24 日 

3 月 6 日 

 

令和 4 年 3 月 8 日 

12 月 1 日 

令和 4 年 6 月 20 日 

10 月 19 日 

12月 26 日～令和 5年 1月 12日 

令和 4 年 3 月 8 日 

5 月 27 日 

12 月 1 日 

令和 4 年 9 月 13 日 

10 月 27 日～31 日 

11 月 30 日 

令和 5 年 1 月 24 日 

3 月 8 日 

令和 4 年 9 月 29 日 

令和 4 年 4 月 7 日 

8 月 8 日 

令和 5 年 1 月 6 日 

令和 4 年 10 月 20 日 

令和 4 年 3 月 9 日 

6 月 25 日 

令和 4 年 5 月 31 日 

8 月 2 日 

9 月 28 日 

12 月 20 日 

2 月 28 日 

令和 4 年 8 月 2 日 

12月 27日～令和 5 年 1 月 5日 

令和 4 年 3 月 7 日 

11 月 8 日 

3 月 6 日 

令和 4 年 8 月 1 日 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

(東京) 

(東京＆Zoom) 

 

(福岡) 

(横浜) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

(メール会議) 

(福岡) 

(Zoom ミーティング) 

(横浜) 

(Zoom ミーティング) 

(メール審議) 

(横浜) 

(Zoom ミーティング) 

(福岡) 

(Zoom ミーティング) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

(福岡)  

(Zoom ミーティング) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

( 〃 ) 

(Zoom ミーティング) 

(メール会議) 

(福岡) 

(Zoom ミーティング) 

( 〃 ) 

(Zoom ミーティング) 

 

７．会員状況（令和 4 年 12 月 31 日現在） 

 

会員数および異動状況（下段は前年度との差） 

代 議 員 
名誉会員 永年会員 

正 会 員 
総  数 

(正会員に含む) 学術評議員 一般会員 

１３９ １３１ １２０ １,１７７ ２,３７７ ３,８０５ 

 ＋３    ＋６ ＋２ －２８  －１１２   －１３２ 

 

新入会者数：335 名，退会者数：466 名（逝去者，会費未納除籍者含む） 

 

 

令和 4 年度事業報告には，「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第 3 項に規定する附

属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない． 
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